
４月１８日は「発明の日」
仙台市立第二中学校１年　柴田美奈穂さん

発明の日とは

特許庁庁舎１階にある
高橋是清の銅像

　
１
８
８
５
年

明

４
月

日
に
、
現
在
の

特
許
法
の
前
身
で
あ
る
「
専
売
特
許
条
例
」
が
初

代
特
許
庁
長
官
を
務
め
た
高
橋
是
清
ら
に
よ
っ
て

公
布
さ
れ
た
の
に
由
来
す
る
記
念
日
。
特
許
、
意

匠
、
商
標
な
ど
の
産
業
財
産
権
制
度
の
普
及
と
啓

発
を
目
的
に
、
１
９
５
４
年
に
制
定
さ
れ
た
。

　
歴
史
を
た
ど
る
と
、
高
橋
是
清
は
１
８
７
２
年

に
役
人
に
な
っ
て
以
降
、
文
部
省

現
文
部
科
学

省

で
教
育
制
度
確
立
の
た
め
雇
わ
れ
て
い
た
米

国
人
博
士
の
通
訳
を
し
て
い
た
時
に
発
明
や
商
標

の
保
護
に
遅
れ
て
い
た
日
本
の
状
況
を
痛
感
し
、

多
く
の
困
難
を
伴
い
な
が
ら
も
同
条
例
の
制
定
に

こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
。
以
来
、
産
業
財
産
権
は
日

本
の
産
業
技
術
の
発
展
の
基
礎
に
な
っ
た
。

　
ま
た
現
在
、
発
明
の
日
を
含
む
１
週
間

２
０

１
４
年
度
は
４
月

日
か
ら

日
ま
で

は
「
科

学
技
術
週
間
」
と
し
て
全
国
の
研
究
機
関
な
ど

で
、
科
学
技
術
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る

た
め
の
多
数
の
講
演
会
、
施
設
公
開
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。

知
的
財
産
戦
略
重
要
性
増
す

　
世
界
特
許
の
出
願
や
そ
の

活
用
、
企
業
の
営
業
秘
密
の

保
護
強
化
、
著
作
権
や
意
匠

権
な
ど
海
賊
版
対
策
―
。
産

業
経
済
の
再
興
を
目
指
し

「
知
的
財
産
立
国
」
を
掲
げ

る
日
本
に
と
っ
て
、
知
的
財

産
戦
略
の
重
要
性
は
年
々
増

し
て
い
る
。

　
知
的
財
産
を
め
ぐ
る
表
舞

台
は
「
西
か
ら
東
」
へ
と
移

り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

ア
ジ
ア
の
新
興
国
な
ど
が
成

長
市
場
と
し
て
着
実
に
台

頭
。
世
界
の
企
業
が
生
き
残

る
に
は
先
進
国
か
新
興
国
か

に
関
わ
ら
ず
、
自
国
や
進
出

国
で
知
財
権
を
取
得
し
市
場

で
有
利
な
立
場
を
確
保
し
、

知
財
で
稼
ぐ
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
不
可
欠
に
な
っ

て
い
る
。

　
き
ょ
う
４
月

日
は
発
明

の
日
。
産
業
財
産
権
制
度
が

で
き
あ
が
っ
て
以
来
、
多
く

の
発
明
者
や
研
究
者
な
ど
が

知
恵
を
絞
っ
て
研
究
を
続
け

特
許
な
ど
が
生
み
出
さ
れ
、

日
本
の
経
済
成
長
を
も
た
ら

す
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
そ
し
て
今
、
世
界
全

体
で
知
財
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
産
業
財
産
権
を
含
む

知
財
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

源
泉
と
し
て
周
到
な
戦
略
と

と
も
に
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
で
戦
う
競
争
力
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

改
め
て
こ
の
記
念
日
を
機

に
、
知
財
の
創
出
や
保
護
、

活
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

第回未来の科学の夢絵画展
　次代を担う子供たちが未来の科学の夢を自由な発想で
絵に表現することで、科学的な探求心と想像力を養うこ
とを目的に毎年、開催。
　●主催　公益社団法人発明協会
　●会場　国立科学博物館（地球館２階の常設展示場）
　●会期　 日（日）まで開催中。９時― 時
　　　　　（金曜日のみ 時まで）
　　　　　※入館は各閉館時間の 分前まで。

知財活用で生み出すイノベーション
第
回
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展
　
小
学
校
・
中
学
校
の
部
　
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
品

富
士
山
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市

　　 ２０１４年 平成２６年 ４月１８日 金曜日 【広告特集】 （ ）

富士山の地下にあるマグマの熱と川の水を利用して発電し、マグマの上部を冷却
することで噴火を抑え、世界遺産となった富士山と首都圏の暮らしを守る。

　※実際色はこちらでご覧になれます

※学校名、学年は応募当時のもの


